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大川俊隆教授近影





大川俊隆教授　学問経歴・研究回顧

学　　歴

昭和42年 3 月　兵庫県立御影高校卒業

昭和49年 3 月　神戸市外国語大学中国学科卒業

昭和54年 3 月　関西大学大学院修士課程（文学研究科、中国文学）修了

昭和57年 3 月　立命館大学大学院博士課程（文学研究科、東洋文学思想）単位取得退学

職　　歴

昭和49年 4 月　新東邦株式会社大阪支店就職（昭和51年 3 月退職）

昭和57年 4 月　京都女子大学漢文・中国語非常勤講師（昭和61年 3 月退職）

昭和58年 4 月　阪南大学中国語非常勤講師（平成元年 3 月退職）

昭和58年 4 月　大阪産業大学中国語非常勤講師（昭和61年 3 月退職）

昭和61年 4 月　大阪産業大学教養部専任講師（中国語担当）に着任

平成元年 4 月　大阪産業大学教養部助教授昇格

平成11年 4 月　大阪産業大学教養部教授昇格（現在に至る）

業　　績

・手旁字の成立について（単著）平成 4 年 8 月（中国研究集刊盁号）

・雲夢秦簡『詰』篇初考（単著）平成 7 年 3 月（大阪産業大学論集　人文科学編）

・『六書故』とその四庫全書提要（単著）平成10年 5 月（大阪産業大学論集　人文科学編）

・中国古代礼制研究（共著）1995年 3 月（京都大学人文科学研究所）

・中国の礼制と礼学（共著）2001年10月（朋友書店）

・漢簡『算数書』－中国最古の数学書－（共著）2006年10月（朋友書店）

・岳麓書院蔵秦簡『数』訳注－秦漢出土古算書訳注叢書（2）（共著）－2016年11月（朋友書店）





樋口忠成教授近影





樋口忠成教授　学問経歴・研究回顧

略　　歴

1949年 3 月　大阪市北区生まれ

1972年 3 月　大阪大学理学部化学科（1968年 4 月入学）中退

1974年 3 月　埼玉大学教養学部地理学コース（1972年 4 月編入学）卒業

1976年 3 月　名古屋大学大学院文学研究科史学地理学専攻博士前期課程修了

1979年 3 月　京都大学大学院文学研究科地理学専攻博士課程単位取得満期退学

1979年 5 月　山形大学教養部専任講師

1983年 4 月　山形大学教養部助教授

1988年 4 月　鳴門教育大学学校教育学部助教授

　　この間　徳島大学、山形大学（集中）、富山大学（集中）で非常勤講師

1991年 4 月　大阪産業大学教養部助教授

1995年 4 月～1996年 3 月　オレゴン大学客員研究員として留学

　　この間　関西大学、甲南大学、追手門学院大学、國學院大学（集中）で非常勤講師

2000年 4 月　大阪産業大学教養部教授

2004年 9 月～2005年 3 月　コロラド大学に客員研究員として留学

2012年 4 月～2014年 3 月　大阪産業大学教養部長

2014年 4 月～大阪産業大学教養部主任

　　この間　関西大学、大阪大学、大阪商業大学、甲南大学で非常勤講師

主な業績

1979年　「デトロイト大都市地域の居住分化とその空間パターン

　　　　　―因子生態研究からみた1960年と1970年の比較―」『人文地理』31-1

1979年　「デトロイトの黒人隔離と黒人ゲットーの拡大」『経済地理学年報』25-1

1982年　「山形市の社会地区」『山形大学紀要（社会科学）』12-2

1982年　『都市地理学の諸問題』［共著（藤岡謙二郎編）］大明堂

1983年　「因子分析法による山形県44市町村類型に関する研究」

　　　　　（勝又猛・大坊郁夫との共著）『山形大学紀要（社会科学）』13-2

1985年　『最近の地理学』［共著（坂本英夫・浜谷正人編）］大明堂

1986年　「地方都市圏の成立とその人口変動―東北地方を中心として―」



　　　　　水津一朗先生退官記念事業会編『人文地理学の視圏』大明堂

1994年　『基礎地理学』［共著（坂本英夫・浜谷正人・木村辰男編）］大明堂

1999年　「アメリカ合衆国の人種別人口分布の地理学的考察」

　　　　　『大阪産業大学論集 人文科学編』97

1999年　「アメリカ合衆国の大都市圏の人種構成の多様化」成田孝三編『大都市圏研究（上）

　　　　　―多様なアプローチ―』大明堂

2006年　「人種・民族構成からみたアメリカ大都市圏の動向」

　　　　　『大阪産業大学論集 人文科学編』118

2006年　『日本の地誌 8  近畿圏』［共著（金田章裕・石川義孝編）］朝倉書店

2010年　「アメリカ都市のスプロールの諸相―デンヴァー大都市圏を中心に―」

　　　　　『（産研叢書24）アメリカの社会と文化に関する総合的研究』

2015年　「アメリカ合衆国大都市圏の人口動向に関する地域的考察

　　　　　―1970年以降の中心市と郊外の分析を中心に―」

　　　　　　（堀内千加・伊東理との共著）『大阪産業大学論集 人文 ･ 社会科学編』24



福田美智代教授近影





福田美智代教授　学問経歴・研究回顧

略　　歴

昭和27年 3 月　奈良生まれ

昭和50年 3 月　奈良女子大学文学部英語英米文学科卒業

昭和52年 3 月　奈良女子大学大学院文学研究科英文学専攻修士課程修了

昭和60年 3 月　奈良女子大学大学院人間文化研究科比較文化学専攻博士後期課程

　　　　　　　単位取得満期退学

昭和60年 4 月　大阪産業大学教養部専任講師

平成元年 4 月　大阪産業大学教養部助教授

平成 6 年10月　奈良女子大学文学部英語英米文学科へ内地留学（平成 7 年 3 月迄）

平成 8 年10月　サンディエゴ州立大学へ客員研究員として留学（平成 9 年 3 月迄）

平成20年 4 月　大阪産業大学教養部教授（現在に至る）

そ の 他

昭和52年 4 月　大手前病院付属看護専門学校講師（昭和53年 3 月迄）

昭和52年 4 月　帝塚山大学非常勤講師（平成 8 年 3 月迄）

昭和52年 9 月　奈良女子大学文学部教務補佐員（L.L. 教室助手）（昭和55年 4 月迄）

昭和57年 4 月　大阪樟蔭女子大学非常勤講師（昭和61年 3 月迄）

昭和61年 4 月　奈良教育大学非常勤講師（昭和62年 3 月迄）

学会及び社会における活動

昭和52年 4 月　奈良女子大学英語英米文学会　会員（現在に至る）

昭和53年 4 月　日本言語学会、日本英文学会、関西言語学会　会員（現在に至る）

昭和59年 4 月　大学英語教育学会　会員　（現在に至る）

主な業績

翻訳　『昔話の形態学』	 白馬書房		  ウラジーミル・プロップ著

		  昭和58年10月		  北岡誠司・福田美智代　共訳

		  昭和62年 8 月		  （上記翻訳本の再版）



　　　『昔話の形態学』（叢書　記号学的実践）　水声社	 ウラジーミル・プロップ著

		  平成 3 年12月		  北岡誠司・福田美智代　共訳

				    （上記翻訳本の重版）

　　　その他の翻訳１

論文　『Cliché のコード』　大阪産業大学論集 人文・社会科学編64（1988）

　　　　Approaches to the Definite and Indefinite Notions 

　　　　　大阪産業大学産業研究所叢書27（2007）など14点

学会発表 3 回



丸本嘉彦教授近影





丸本嘉彦教授　学問経歴・研究回顧

略　　歴

昭和26年 6 月　大阪生まれ

昭和50年 3 月　神戸大学理学部数学科卒業

昭和52年 3 月　神戸大学大学院理学研究科修士課程（数学専攻）修了

昭和55年 3 月　大阪市立大学大学院理学研究科後期博士課程（数学専攻）

　　　　　　　単位修得退学

昭和55年 4 月　佐賀大学講師（教育学部）

昭和59年 7 月　佐賀大学助教授（教育学部）

昭和62年 3 月　理学博士（大阪市立大学、乙第1139号）

昭和63年 4 月　大阪産業大学助教授（教養部）

1992年 4 月－ 8 月　米国フロリダ州立大学客員研究員

1992年 9 月－1993年 3 月　米国南アラバマ大学客員教授

平成6年 4 月　大阪産業大学教授（現在に至る）

平成10年10月－平成12年 3 月　教養部主任

平成12年 4 月－平成14年 3 月　情報科学センター所長

平成14年10月－平成24年 3 月　教養部主任

主な業績

1977年　On ribbon 2-knots of 1-fusion, 

　　　　Math. Sem. Notes Kobe Univ. 5 （1977）， pp59-68.

1987年　Some higher dimensional knots, 

　　　　Osaka J. Math. 24（4） （1987）， pp759-783.

1992年　Stable equivalence of ribbon presentations, 

　　　　J. of Knot Theory and its Ramifications, 1 （1992）， pp241-251.

1995年　Motions of links, and ribbon knots, 

　　　　（Y.Marumoto, Y.Uchida, T.Yasuda ） 

　　　　Michigan Math. J., 42（1995）， pp463-477.

1997年　Complementary space of knots and disks in dimension 4, 

　　　　Progress in Knot Theory and related Topics, Hermann, 1997， pp13-19.



2014年　多面体―新装版（P.R.Cromwell: Polyhedra）， 全438ページ

　　　　（[翻訳] 下川航也，平澤美可三，松本三郎，丸本嘉彦，村上斉）　数学書房



大川俊隆教授・樋口忠成教授・福田美智代教授・丸本嘉彦教授
の退職を記念して

　このたび大阪産業大学教養部は改組を迎え、傘下に高等教育センター、教職教育センター、テ
クニカルセンターを擁する新たな組織、全学教育機構を2017年 4 月に設置することになりました。
　全学教育機構では、初年次教育を担当する組織として従来の教養部を引き継ぐとともに、教育
支援センターの機能を加え、2017年 3 月をもって廃止となる短期大学部の後継組織である自動車
工学センター、さらにクリエイトセンター、工作センターを傘下に加えます。教育支援センター
の管轄であった学習支援センターやランゲージカフェ、綜合図書館から移管されるラーニングコ
モンズの運営にも携わることになります。
　このような組織体に生まれ変わることとなる教養部において、長年教育に携わってこられた大
川俊隆教授、樋口忠成教授、福田美智代教授、丸本嘉彦教授がこのたび退職されることになりま
した。ここで、先生方に対しまして心から感謝申し上げるとともに。本学でのご活躍の一端をご
紹介させていただきます。
　大川俊隆教授は、1986年に教養部に着任され、中国語教室の運営などにお力を頂きました。ま
た組合の運営など教職員の地位向上に力を尽くされました。
　樋口忠成教授は、1991年に教養部に着任され、地理学教室の運営の中心として尽力されました。
また教養部主任、教養部長を歴任されました。
　福田美智代教授は、1985年に教養部に着任され、英語教室の運営などにお力を頂きました。ま
た入試実務委員長を務められるなど大学運営にも携われました。
　丸本嘉彦教授は、1988年に教養部に着任され、数学教室の運営などにお力を頂きました。また
教養部主任、情報科学センター所長を歴任されました。
　あらたな初年次教育を打ち立てることを目標とする全学教育機構立ち上げに当たって経験豊富
な先生方が退職されることは、残される我々にとって大きな不安ではありますが、今後ともにご
指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。
　最後になりましたが、大川俊隆教授、樋口忠成教授、福田美智代教授、丸本嘉彦教授の益々の
ご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

2017年 3 月

	 大阪産業大学　教養部長　　

� 張　替　俊　夫　





目　　次

＜論文＞

サイキック・ディテクティブの登場
　―英米小説のあるジャンルについて― …………………… 金　﨑　茂　樹……（１）
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